
二
月
一
〇
日
（
月
）
に
、
地
域
課
題
解
決
キ
ャ
リ
ア
教
育

と
し
て
本
校
が
進
め
て
き
た
「
縁
リ
ッ
チ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
メ
ン
バ
ー
が
、
可
児
市
議
会
議
場
で
市
長
さ
ん
や
市
議
会

議
員
さ
ん
の
前
で
、
一
年
間
の
活
動
報
告
や
意
見
書
を
提
出

し
、
受
理
さ
れ
ま
し
た
。

「
可
児
高
校
臨
時
会
」
と
銘
打
た
れ
た
会
議
は
、
本
当
の

市
議
会
さ
な
が
ら
に
、
川
上
議
長
さ
ん
が
司
会
進
行
さ
れ
、

生
徒
た
ち
も
緊
張
し
て
活
動
報
告
を
し
ま
し
た
。
可
児
川
の

環
境
調
査
の
お
手
伝
い
や
防
災
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
に
よ
る
大
人

と
の
話
し
合
い
、
市
役
所
職
員
に
よ
る
可
児
市
の
少
子
高
齢

問
題
な
ど
の
講
義
と
意
見
交
換
、
地
域
医
療
の
他
職
種
間
交

流
な
ど
の
取
り
組
み
を
報
告
し
ま
し
た
。
最
後
に
「
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
若
い
世
代
が
大
人
や
地
域
課
題
に
関
わ
る
こ
と
の

重
要
性
を
学
ん
だ
。
大
人
の
方
か
ら
助
言
を
も
ら
っ
て
夢
へ

の
道
筋
が
は
っ
き
り
し
、
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
。
医
療
福

祉
や
介
護
な
ど
に
つ
い
て
大
人
と
中
高

生
が
話
し
合
え
る
場
を
作
っ
て
欲
し

い
」
と
語
り
、
意
見
書
を
提
出
し
ま
し

た
。
川
上
議
長
さ
ん
は
、
「
市
議
会
が

責
任
を
持
っ
て
市
な
ど
と
掛
け
合
い
、

可
児
高
生
が
要
望
す
る
『
場
』
を
作
り

た
い
」
と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

こ
の
模
様
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
フ

ラ
ッ
シ
ュ
ニ
ュ
ー
ス
で
も
放
映
さ
れ
ま

し
た
。
さ
ら
に
三
月
に
は
「
生
き
生
き
マ
イ
タ
ウ
ン
」
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
学
校
内
に
「
カ
ニ
ダ
ー
」
も
現
れ
て
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
っ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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可
児
高
校
は
、
来
年
度
も
地
域
課
題
解
決
学
習
を
通
し
て
、

地
域
と
の
連
携
を
強
め
、
生
徒
の
進
路
意
識
を
高
め
て
、
将

来
地
域
に
貢
献
す
る
社
会
人
を
育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

二
月
一
七
日
（
月
）
に
、
可
児
市
文

化
創
造
セ
ン
タ
ー
で
恒
例
の
芸
術
鑑
賞

が
あ
り
ま
し
た
。
希
望
さ
れ
た
保
護
者

も
観
劇
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
劇
団
う

り
ん
こ
に
よ
る
「
ダ
イ
ア
ル

ア

ゴ

ー
ス
ト

～
幽
霊
派
遣
会
社
～
」
で
、

人
間
と
幽
霊
と
の
共
同
生
活
の
中
か
ら

生
ま
れ
た
強
い
絆
・
愛
情
に
感
動
す
る

物
語
で
し
た
。
舞
台
の
世
界
に
知
ら
ず

知
ら
ず
の
間
に
引
き
込
ま
れ
、
笑
い
や

涙
、
は
ら
は
ら
ど
き
ど
き
と
、
刺
激
的

な
展
開
に
時
を
忘
れ
ま
し
た
。
最
後
は

ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
で
終
わ
り
清
々
し
さ

に
満
た
さ
れ
ま
し
た
。
「
役
者
さ
ん
の

喜
怒
哀
楽
や
声
、
動
き
な
ど
か
ら
迫
力

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
て
、
終
始

引
き
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
友
人
や
家
族
の
大
切
さ
を
再
認
識

し
ま
し
た
」
「
叶
う
こ
と
な
ら
も
う
一
度
見
て
、
ホ
ノ
ー
リ
ア

が
最
初
に
持
っ
て
い
た
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
意
味
を
考
え

な
が
ら
味
わ
い
た
い
」
な
ど
の
生
徒
の
感
想
か
ら
も
、
と
て

も
充
実
し
た
時
間
を
持
て
た
こ
と
が
伺
え
ま
し
た
。
来
年
は
、

「
音
楽
鑑
賞
」
の
予
定
だ
と
い
う
こ
と
で
今
か
ら
と
て
も
楽

し
み
で
す
。

今
年
は
雪
が
降
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
思
い
も

よ
ら
な
い
大
雪
に
二
月
は
二
回
見
舞
わ
れ
、
可
児
高
校
の
行

事
が
中
止
に
な
り
ま
し
た
。
一
つ
は
、
八
日
（
土
）
の
花
フ

ェ
ス
タ
記
念
公
園
で
予
定
さ
れ
て
い
た
強
歩
大
会
で
す
。
こ

の
日
の
為
に
授
業
で
持
久
走
に
励
ん
で
き
た
生
徒
に
は
残
念

な
雪
で
し
た
。
も
う
一
つ
は
、
一
五
日
（
土
）
の
可
児
川
清

掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
来
年
は
今
年
の
分
も
頑
張
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

三
月
一
日
（
土
）
、
第
三
二
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、

三
二
期
生
三
〇
〇
名
が
、
巣
立
っ
て
い
き

ま
し
た
。
当
日
は
、
県
会
議
員
や
中
学
校

の
先
生
、
同
窓
会
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の

方
々
も
お
祝
い
に
来
て
く
だ
さ
り
、
祝
電

も
多
数
い
た
だ
き
ま
し
た
。
式
は
厳
粛
な

雰
囲
気
の
う
ち
に
進
行
し
、
卒
業
生
の
は

つ
ら
つ
と
し
た
「
は
い
」
と
い
う
返
事
が

体
育
館
に
響
き
ま
し
た
。
国
家
、
校
歌
、

仰
げ
ば
尊
し
、
蛍
の
光
も
大
き
な
声

で
し
み
じ
み
と
歌
わ
れ
ま
し
た
。
送

辞
・
答
辞
も
生
徒
の
素
直
な
気
持
ち

が
伝
わ
り
、
全
て
が
感
動
的
で
素
晴

ら
し
い
卒
業
式
で
し
た
。

し
か
し
、
卒
業
式
後
も
、
国
公
立

前
期
試
験
の
発
表
、
中
後
期
試
験
の

受
験
と
ま
だ
ま
だ
試
練
は
続
き
、
制

服
姿
で
登
校
し
て
く
る
生
徒
も
多
く

い
ま
す
。
卒
業
式
の
喜
び
に
浸
っ
て

ば
か
り
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
人
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
が
、
全

員
が
本
当
に
「
卒
業
」
で
き
る
の
は
、
三
月
末
に
な
り
ま
す
。

可
児
高
校
で
三
年
間
、
学
習
や
部
活
動
、
学
校
行
事
な
ど

に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
き
た
事
は
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
で
必

ず
生
き
て
来
ま
す
。
自
信
と
誇
り
、
そ
し
て
優
し
さ
と
思
い

や
り
を
も
っ
て
人
生
を
切
り
開
き
、
社
会
に
貢
献
し
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

「
世
界
に
羽
ば
た
け
、
可
児
高
三
二
期
生
！
」

可
児
高
生

可
児
市
議
会
に
意
見
提
出

二
月
の
無
情
の
大
雪

幽
霊
家
族
は
あ
た
た
か
い
！

芸
術
鑑
賞
会

芸
術
鑑
賞
会

芸
術
鑑
賞
会

芸
術
鑑
賞
会

さ
よ
な
ら
、
可
児
高
校

卒
業
式



一
月
一
八
日
（
土
）・
一
九
日
（
日
）
に
名
城
大
学
都
市
情

報
学
部
で
セ
ン
タ
ー
試
験
が
実
施
さ
れ
、
三
年
生

二
九
八

名
が
受
験
し
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
は
、
可
児
高
生
三
年

間
の
集
大
成
で
あ
る
と
も
い
え
る
大
切
な
試
験
で
す
。
こ
の

日
に
向
け
て
、
学
校
全
体
で
、
三
年
生
を
応
援
し
ま
す
。

一
月
一
五
日
（
水
）
に
は
、
生
徒
会
に
よ
る
激
励
会
が
あ
り

ま
し
た
。
生
徒
会
長
か
ら
の
激
励
の
後
、
有
志
に
よ
る
「
磯

野
カ
ツ
オ
君
、
セ
ン
タ
ー
受
験

注

意
事
項
」
の
寸
劇
や
エ
ー
ル
が
お
く

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
三
先
生
代
表

か
ら
は
お
礼
と
意
気
込
み
が
語
ら
れ

ま
し
た
。
一
・
二
年
生
は
、
三
年
生

の
姿
を
見
て
、
学
習
に
対
す
る
思
い

を
新
た
に
自
ら
の
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す
。

一
月
一
七
日
（
金
）
は
、
三
年

生
の
先
生
方
か
ら
の
激
励
会
が
あ
り
ま
し
た
。
寸
劇
を
交
え

た
先
生
方
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。
緊
張
を
ほ
ぐ
し
て
試
験
に
向
か

い
、
実
力
を
出
し
切
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
先
生
た
ち
の
気
持

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

一
八
日
（
土
）
当
日
は
、
体
育
祭

の
各
団
の
応
援
団
長
が
、
リ
ー
ド
し

て
恒
例
の
「
頑
張
る
ぞ
コ
ー
ル
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
み
ん
な
の
思
い
の

こ
も
っ
た
声
が
名
城
大
学
に
響
き
、

互
い
に
力
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
さ

に
可
児
高
校
で
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験

は
団
体
戦
だ
と
い
う
思
い
を
新
た
に
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し
ま
し
た
。
試
験
は
昨
年
よ
り
は
生
徒
た
ち
が
解
き
や
す
い

問
題
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
試
験
を
終
え
た
生
徒
た
ち
は
落
ち

着
い
た
表
情
で
家
路
に
向
か
い
、
二
日
目
の
試
験
に
備
え
ま

し
た
。
二
日
目
も
大
し
た
混
乱
も
な
く
終
わ
り
、
翌
日
か
ら

の
自
己
採
点
、
そ
の
結
果
を
受
け
て
の
担
任
と
の
懇
談
に
よ

る
最
終
志
望
校
決
定
、
そ
し
て
今
は
、
二
月
二
五
日
（
火
）

の
二
次
試
験
に
向
け
て
最
後
の
追
い
込
み
に
入
っ
て
い
ま
す
。

毎
日
登
校
し
て
頑
張
っ
て
い
る
姿
を
見
る
と
、
生
徒
た
ち
の

三
年
間
の
努
力
の
成
果
が
実
り
、
無
事
、
志
望
校
に
合
格
し

て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

十
二
月
十
六
日
（
月
）
～
二
十
日
（
金
）
は
、
本
校
で
は

三
者
懇
談
会
が
あ
り
、
担
任
の
先
生
と
生
徒
・
生
徒
保
護
者

が
、
学
校
・
家
庭
生
活
や
学
習
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
を
し
ま

す
。
こ
の
日
の
午
後
を
使
っ
て
、
生
徒
の
情
報
量
が
少
な
い

近
隣
の
国
公
立
大
学
や
人
気
の
私
立
大
学
か
ら
先
生
に
来
て

い
た
だ
い
て
大
学
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
試
み
が

持
た
れ
ま
し
た
。
国
公
立
大
学
で
は
、
岐
阜
大
学
地
域
科
学

部
・
富
山
大
学
・
静
岡
文
化
芸
術
大
学
、
私
立
大
学
で
は
、

中
京
大
学
・
南
山
大
学
。
希
望
さ
れ
た
保
護
者
や
生
徒
が
参

加
し
ま
し
た
。
遠
方
の
大
学
は
、
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に

行
く
の
も
難
し
く
、
今
回
の
よ
う
な
企
画
は
あ
り
が
た
い
と

好
評
で
し
た
。
来
年
度
は
、
地
方
の
国
公
立
大
学
の
数
を
増

や
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
公
立
大
学
の
看
護
学
部
に
は
入
試
で
小
論
文
を
課
す
所

が
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
一
・
二
年
生
の
う
ち
に
対
策

を
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
二
月

一
三
日
・
二
〇
日
（
金
）
の
二
回
に
わ
た
り
、
看
護
希
望
者

二
四
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
一
回
目
で
書
き
方
の
コ
ツ
を
学

び
小
論
文
に
挑
戦
。
二
回
目
に
先
生
の
添
削
を
も
と
に
再
度

校
正
し
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
意
識
を
高
め
、
医

療
関
係
の
問
題
等
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、
自
分
の
意
見
を

構
築
で
き
る
と
よ
い
と
思
い
ま
す
。

一
月
二
八
日
（
火
）
～
三
一
日
（
金
）
の
三
泊
四
日
で
、

高
山
市
の
国
立
乗
鞍
青
少
年
交
流
の
家
で
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ド
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
交
流
の
家
に
到
着
後
、
そ

れ
ぞ
れ
の
技
術
に
合
わ
せ
て
分
け
ら
れ
た
グ
ル
ー
プ
ご
と
に

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
も
と
、
研
修
が
始
ま
り
ま
し

た
。
初
め
て
の
ス
キ
ー
や
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
生
徒
も
い
ま
し

た
が
、
皆
滑
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
達
成

感
・
充
実
感
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
二
日
目
は
快
晴
で
美
し
い
北
ア
ル
プ

ス
や
白
山
連
峰
の
山
並
を
楽
し
み
な
が
ら

滑
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
三
日
目
は
、

天
気
が
一
変
し
て
、
吹
雪
。
視
界
が
き
か

な
い
中
で
も
生
徒
た
ち
は
、
必
死
で
ス
キ

ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
技
術
の
習
得
に
励

み
ま
し
た
。
可
児
高
生
の
辛
抱
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
三
日
目
の
夜
は
、
キ
ャ
ン
ド

ル
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
、
各
ク
ラ
ス
は
出
し

物
の
ス
タ
ン
ツ
の
練
習
を
前
二
日
の
夜
を

利
用
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。
当
日
は
、

ど
の
ク
ラ
ス
も
、
ダ
ン
ス
・
寸
劇
・
コ
ン

ト
な
ど
で
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。
暗

闇
を
照
ら
す
キ
ャ
ン
ド
ル
の
明
か
り
も
幻
想
的
で
素
晴
ら
し

い
も
の
で
し
た
。
生
活
面
で
も
、
学
校
生
活
と
同
じ
く
は
き

は
き
と
し
た
挨
拶
、
五
分
前
集
合
の
実
践
、
と
素
晴
ら
し
く
、

他
団
体
の
模
範
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
研
修
の
目
標
で
あ
っ

た
、（
①
友
人
・
先
生
と
の
絆
の
深
化
②
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ

ー
ド
の
知
識
・
技
術
の
向
上
③
最
後
ま
で
頑
張
り
ぬ
く
体
力

と
精
神
力
の
養
成
）
は
、
十
分
に
達
成
で
き
た
と
感
じ
ま
し

た
。
研
修
で
、
一
回
り
大
き
く
成
長
し
た
可
児
高
校
一
年
生

の
今
後
が
楽
し
み
で
す
。

セ
ン
タ
ー
試
験
は
可
児
高
団
体
戦
だ
！

第
十
一
回

は
つ
ら
つ
講
座

看
護
系
小
論
文

看
護
系
小
論
文

看
護
系
小
論
文

看
護
系
小
論
文

親
子
で
大
学
を
知
ろ
う

ス
キ
ー
研
修
で
可
児
高
生
に
な
る
！

一
年
生

一
年
生

一
年
生

一
年
生



可
児
高
校
は
、
今
年
、
市
役
所
に
お
願
い
し
て
、
地
域
の

抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
進

路
を
考
え
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
生
徒
を
育
て
る
こ
と
を
め

ざ
し
て
い
ま
す
。
そ
の
集
大
成
と
し
て
、
一
一
月
一
八
日
（
月
）

冨
田
可
児
市
長
に
お
忙
し
い
な
か
ご
来
校
い
た
だ
き
、
全
校

生
徒
に
「
可
児
市
の
課
題
と
そ
の
対
策
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
「
可
児
市
で
一
番
多
い
姓
は
？
」

な
ど
の
ク
イ
ズ
も
あ
り
、
と
て
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
雰
囲
気

で
生
徒
に
接
し
て
く
だ
さ
り
、
生
徒
も
和
や
か
に
お
話
を
聞

き
ま
し
た
。

「
少
子
高
齢
社
会
」
の

問
題
を
取
り
上
げ
ら
れ
、

可
児
市
は
全
国
平
均
よ
り

は
若
い
街
で
は
あ
る
が
、

地
域
に
よ
っ
て
は
、
高
齢

者
が
三
〇
％
以
上
の
所
も

あ
り
、
人
口
も
減
少
し
て

い
る
こ
と
、
今
後
は
若
い

人
が
住
み
た
い
と
感
じ
る

街
づ
く
り
を
し
て
い
か
ね

ば
な
ら
な
い
、
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
に
企

業
誘
致
や
子
育
て
支
援
な

ど
に
力
を
注
い
で
お
り
、
可
児
高
生
に
も
将
来
、
地
域
の
力

に
な
っ
て
欲
し
い
と
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
生
徒
の

有
志
と
の
懇
談
も
行
わ
れ
、
熱
く
深
い
議
論
が
な
さ
れ
ま
し

た
。
市
長
さ
ん
を
始
め
、
お
世
話
い
た
だ
い
た
市
職
員
の
方

々
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信
平成25年平成25年平成25年平成25年
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は
つ
ら
つ
講
座
は
年
に
一
〇
回
計
画
さ
れ
、
今
月
が
最
後

に
な
り
ま
し
た
。
毎
回
多
く
の
生
徒
が
受
講
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
キ
ャ
リ
ア
学
習
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

第
五
回
の
講
座
は
、
台
風
の
た
め
に
延
期
さ
れ
て
い
た
「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
怖
さ
」
で
高
岡
法
科
大
学
の
高
倉
先
生
に

お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
特
徴
・
対
策
な

ど
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
説
明
い
た
だ
き
、
巻
き
込
ま

れ
な
い
よ
う
に
注
意
を
喚
起
さ
れ
ま
し
た
。
法
学
部
に
つ
い

て
の
話
も
あ
り
、
法
学
部
に
興
味
を
も
っ
て
い
る
生
徒
に
は

と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
第
九
回
は
一
〇
月
三
一
日

（
木
）
に
名
古
屋
大
学
の
山
田
先
生
が
「
音
や
振
動
で
発
電

し
よ
う
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
身
近
な
と

こ
ろ
で
使
わ
れ
る
小
さ
な
発
電
に
つ
い

て
お
話
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
振
動
や
音

が
材
料
を
変
形
さ
せ
、
圧
電
体
に
よ
り

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
さ
れ
る
し
く

み
を
説
明
さ
れ
、
ブ
ザ
ー
を
用
い
た
実

験
も
体
験
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

骨
も
圧
電
体
で
、
動
い
た
時
の
振
動
を

電
気
信
号
に
変
え
て
い
る
と
い
大
変
興

味
深
い
お
話
で
し
た
。
生
徒
の
感
想
に

「
一
瞬
で
は
あ
っ
た
が
指
一
本
で
電
力
を
生
み
出
せ
た
こ
と

に
大
変
驚
い
た
。
」
「
僕
も
そ
の
研
究
に
触
れ
て
み
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
」
と
あ
り
、
大
変
刺
激
を
受
け
た
こ
と
が
伺
わ
れ

ま
す
。
第
一
〇
回
は
一
一
月
七
日
（
木
）
に
名
古
屋
学
院
大

学
の
高
木
先
生
か
ら
「
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
方
法
」

と
題
し
て
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
仕
事
を
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
に
は
、
第
一
印
象
・
挨
拶
・
会
話
が
大
切
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
第
一
印
象
は
会
っ
て
か

ら
六
秒
で
決
ま
る
こ
と
、
笑
顔
・
身
だ
し
な
み
の
大
切
さ
、

携
帯
で
の
会
話
よ
り
直
接
、
人
と
会
話
す
る
こ
と
の
需
要
性

な
ど
を
具
体
的
に
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
こ

第

五

・

九

・

一

〇

回

は

つ

ら

つ

講

座

れ
か
ら
の
生
活
を
考
え
、
将
来
に
活
か
し
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

一
一
月
二
二
日
（
金
）
に
こ
れ
か
ら
進
路
を
明
確
化
し
て

い
く
二
年
生
を
対
象
に
進
路
別
ガ
イ
ダ
ン
ス
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
大
学
の
先
生
を
お
招
き
し
て
、
工
学
部
・
医
学
部
・

薬
学
部
・
教
育
学
部
・
外
国
語
学
部
な
ど
併
せ
て
一
四
の
学

部
学
科
の
説
明
が
あ
り
、
生
徒
は
、
関
心
の
あ
る
二
学
部
を

選
択
し
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
で
し
た
が
、
熱

心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
大
学
や
学
部

に
つ
い
て
調
べ
て
情
報
を
入
手
し
、
具
体
的
に
自
分
の
進
路

を
決
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
き
っ
か
け
と
な
れ

ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

一
一
月
二
三
日
（
土
）
に
本
校
生
徒
会
執
行
部
一
四
名
が
、

「
に
こ
り
ん
祭
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
可

児
高
校
の
文
化
発
表
会
に
可
茂
特
別
支
援

学
校
の
生
徒
た
ち
が
参
加
し
て
盛
り
上
げ

て
く
れ
た
お
礼
に
、
昨
年
に
続
い
て
友
情

参
加
し
ま
し
た
。
割
り
箸
ゴ
ム
鉄
砲
・
紙

相
撲
・
蛙
ぴ
ょ
ん
・
風
船
お
化
け
な
ど
作

っ
て
遊
べ
る
ブ
ー
ス
を
設
け
、
可
茂
特
別

支
援
学
校
の
児
童
・
生
徒
や
地
域
の
一
般
の
子
ど
も
た
ち
と

交
流
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
展
示
発
表
も
見
学
し
て
意
義
深

い
一
日
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
の
四
月
か
ら
、
特
別
棟
屋
上
外
壁
改
修
工
事
と
配
管

改
修
工
事
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
一
一
月
を
以
て
全
て

修
了
。
特
別
棟
は
新
築
の
よ
う
に
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。
工

事
中
は
近
隣
の
皆
様
に
も
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
こ
の
場
を
借
り
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

可
児
市
長

冨
田
成
輝
氏

生
徒
と
語
る

可
茂
特
別
支
援
学
校
「
に
こ
り
ん
祭
」
に
参
加

進
路
に
つ
い
て
学
ぼ
う
！

特
別
棟

の

お
色
直
し

完
成



一
〇
月
は
二
回
、
は
つ
ら
つ
講
座
が
開
か
れ
ま
し
た
。
一
回

目
は
、
八
日
（
火
）
に
岐
阜
大
学
の
応
用
生
物
化
学
専
攻
の

二
名
の
大
学
院
生
が
各
自
の
研
究
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
お
話
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
講
座
Ａ
は
、
「
私
の
進
路
選
択
」
と
し
て
、

植
物
の
様
々
な
病
気
に
つ
い
て
そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
や
防
ぎ
方
、

講
座
Ｂ
は
、
「
食
物
繊
維
に
秘
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
で
、

食
物
繊
維
が
体
内
の
酵
素
量
を
増
加
さ
せ
る
働
き
が
あ
る
と

い
う
研
究
に
つ
い
て
、
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
ど
の

よ
う
に
進
路
を
決
め
ら
れ
た
の
か
と
い
う
お
話
を
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
進
路
に
つ
い
て
考
え
て
い
る
生
徒
に
と
っ
て
、

と
て
も
タ
イ
ム
リ
ー
な
お
話
で
し
た
。
第
五
回
は
、
台
風
で

延
期
。
第
六
回
は
、
一
五
日
（
火
）
に
京
都
光
華
女
子
大
学

の
ラ
イ
ト
先
生
が
「
留
学
に
つ
い
て
」
を
英
語
で
お
話
し
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
一
生
懸
命
に
ネ
イ
テ
ィ
ー
ブ

の
英
語
に
く
ら
い
つ
い
て
い
ま
し
た
。
第
七
回
は
、
二
四
日

（
木
）
に
岐
阜
女
子
大
学
の
土
屋
先
生
が
「
健
康
に
美
し
く

ダ
イ
エ
ッ
ト
」
と
し
て
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
食
べ
て
痩
せ
る
こ

と
と
食
べ
過
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
だ

と
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ
す

が
に
女
子
生
徒
が
多
く
、
真
剣
な
眼

差
し
で
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
第

八
回
は
二
九
日
（
火
）
に
岐
阜
大
学

の
佐
々
木
先
生
か
ら
「
人
間
の
意
志

通
り
に
動
か
す
ロ
ボ
ッ
ト
」
と
し
て

人
間
の
脳
波
の
電
気
信
号
を
ロ
ボ
ッ

ト
に
伝
え
、
言
葉
を
使
わ
な
く
て
も

ロ
ボ
ッ
ト
を
動
か
す
技
術
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

膨
大
な
電
気
信
号
の
持
つ
意
味
を
一
つ
一
つ
調
べ
て
一
部
実

用
化
さ
れ
て
い
る
機
能
も
あ
る
と
の
こ
と
で
、
医
療
面
な
ど

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信
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児
高
通
信
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第

四

～

八

回

は

つ

ら

つ

講

座

で
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ボ
ッ
ト
に
は
関
心
の
高
い
生

徒
も
多
く
、
将
来
こ
の
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
が
出
て
く
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

今
年
か
ら
可
児
高
校
で
は
、
一
年
生
の
有
志
を
対
象
に
「
地

域
課
題
解
決
型
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
試
行
的
に
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
生
徒
が
地
域
の
抱
え
る
課
題
を
知
り
、
そ
の
解
決

方
法
を
考
え
る
中
で
、
自
分
の
進
路
目
標
を
具
体
化
し
て
意

欲
的
に
学
習
に
向
か
い
、
将
来
的
に
は
直
接
的
・
間
接
的
を

問
わ
ず
、
地
域
に
貢
献
す
る
社
会
人
に
成
長
す
る
こ
と
が
目

的
で
す
。
夏
休
み
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
が
、
そ
の
一
環
と
し

て
七
日
（
月
）
に
可
児
市
の
三
名
の
職
員
の
方
に
「
可
児
市

の
高
齢
化
問
題
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

高
齢
化
が
可
児
市
で
も
起
き
て
い
る
こ
と
に
生
徒
は
自
分
た

ち
に
も
関
係
が
あ
る
大
き
な
問
題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
し
た
。

又
、
二
一
日
（
月
）
に
は
、
「
可
児
市

の
財
政
問
題
」
と
し
て
可
児
市
役
所

財
務
課
の
四
名
の
職
員
の
方
か
ら
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
可
児
市
の
財
政

状
況
は
税
収
等
が
減
少
す
る
中
で
経

費
削
減
に
努
め
た
結
果
、
市
債
が
減

少
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
企

業
立
地
も
積
極
的
に
行
い
、
「
若
い
世

代
が
住
み
た
い
と
感
じ
る
魅
力
あ
る
ま
ち
」
造
り
を
め
ざ
し

て
い
る
そ
う
で
す
。
生
徒
た
ち
が
将
来
へ
の
手
が
か
り
を
少

し
で
も
掴
ん
で
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

十
月
十
八
日
（
金
）
に
二
年
生
が
長
芋
の
収
穫
を
し
ま
し

た
。
グ
ラ
ン
ド
の
東
の
狭
い
土
地
で
す
が
、
昨
年
三
月
に
芋

を
植
え
つ
け
ま
し
た
。
み
ん
な
無
心
に
な
っ
て
パ
イ
プ
の
中

を
探
し
ま
し
た
。
中
に
は
、
パ
イ
プ
か
ら
逸
れ
て
成
長
し
た

芋
を
一
生
懸
命
に
掘
っ
て
い
る
生
徒
も
い
ま
し
た
。
ど
の
生

徒
も
収
穫
の
喜
び
を
体
中
で

表
現
し
て
い
ま
し
た
。
今
年

は
、
一
五
二
・
一
㎏
と
過
去

三
年
間
で
最
も
多
く
、
と
っ

た
芋
は
生
徒
が
家
庭
に
持
ち

帰
り
ま
し
た
。

三
年
生
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
の
願
書
を
提
出
し
、
ひ
た
す

ら
受
験
勉
強
に
取
り
組
む
時
季
に
入
っ
て
来
ま
し
た
。
一
・

二
年
生
は
各
自
の
進
路
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
で
、
こ
の
時
期
に
一
・
二
年
生
の
進
路
説
明
会

が
毎
年
ア
ー
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
一
年
生
は
「
文
系
・
理

系
の
選
択
に
つ
い
て
」
、
二
年
生
は
「
来
年
度
の
大
学
入
試
に

つ
い
て
」
を
中
心
に
各
学
年
か
ら
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
堅

い
話
ば
か
り
で
は
な
く
、
生
徒
の
学
校
生
活
の
ス
ラ
イ
ド
シ

ョ
ー･

寸
劇
な
ど
も
あ
り
、
心
を
和
ま
せ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。
平
日
の
夜
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ず
れ
も
九
〇
％
近
い

出
席
率
で
保
護
者
の
方
の
関
心
の
高
さ
が
伺
わ
れ
ま
す
。
今

後
と
も
、
生
徒
の
た
め
に
保
護
者
の
方
と
の
連
携
を
密
に
し

て
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
没
が
早
ま
り
、
下
校
時
の
交
通
事
故
の
心
配
が
高
ま
る

季
節
に
な
り
ま
し
た
。
一
一
日
（
金
）
に
は
Ｊ
Ａ
Ｆ
の
方
に

来
て
も
ら
い
交
通
安
全
に
関
す
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
っ
そ
り
撮
影
さ
れ
た
可
児
高
生
の
下
校
風
景
も
披

露
さ
れ
、
各
自
が
自
転
車
の
安
全
運
転
に
に
つ
い
て
考
え
る

事
が
で
き
ま
し
た
。
自
動
車
の
ミ
ラ
ー
死
角
や
ピ
ラ
ー
死
角

に
つ
い
て
も
学
び
、
自
動
車
か
ら
見
え
な
い
ポ
イ
ン
ト
が
あ

る
と
い
う
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
後
全
校
生
徒
が
交
通

安
全
標
語
を
考
え
、
最
優
秀
作
品
は
、
来
年
度
の
本
校
の
交

通
安
全
標
語
と
し
て
、
正
門
付
近
に
横
断
幕
と
し
て
掲
示
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

可
児
市
役
所
・
可
児
高
校

連
携
講
座

た
く
さ
ん
取
れ
た
！

収
穫
の
秋

進
路
を
考
え
る
秋

一
・
二
年
生
保
護
者
進
路
説
明
会

交
通
安
全
を
考
え
る
秋

交
通
講
話



九
月
四
日
（
水
）
・
五
日
（
木
）
は

可
児
高
生
の
若
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
大
爆

発
し
た
日
。
文
化
発
表
会
と
体
育
大
会

で
し
た
。
文
化
発
表
会
の
今
年
の
テ
ー

マ
は
『
３
４
可
児
高
魂
～
い
つ
楽
し
む

み

よ

の
？
今
で
し
ょ
！
～
』
。
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
書
道
部
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
か

ら
。
文
化
系
の
部
活
動
や
委
員
会
、
有

志
の
発
表
、
昨
年
か
ら
友
情
参
加
し
て

く
だ
さ
る
可
茂
特
別
支
援
学
校
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。
体
験

型
の
出
し
物
が
多
く
、
来
場
者
も
一
緒

に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

先
生
の
宝
物
・
趣
味
の
展
示
も
あ
り
、

意
外
な
顔
を
見
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。
最
後
は
、
生
徒
会
企
画
の
「
可
児

高
ク
イ
ズ
」
。
ク
ラ
ス
対
抗
で
行
わ
れ
、

可
児
高
に
ま
つ
わ
る
一
五
問
題
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

五
日
は
、
体
育
大
会
。
前
日
の
豪

雨
に
よ
る
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
と
当
日
の
天
気
が
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
一
時
間
遅
れ
で
決
行
。
可
児

高
生
の
熱
気
が
雨
雲
を
吹
き
飛
ば
し
、

進
行
と
と
も
に
お
天
気
も
回
復
。
青

空
の
下
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
プ
レ
ー

が
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、

体
育
大
会
に
い
ら
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
は
七
六
〇
名
。
改
め

て
保
護
者
を
は
じ
め
と
す
る
可
児
高
応
援
団
の
方
々
に
感
謝

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信

可
児
高
通
信
平成25年1平成25年1平成25年1平成25年1

10月号10月号10月号10月号

可

児

高

生

の

最

も

熱

い

日

申
し
上
げ
ま
す
。
体
育
大
会
の
ハ

イ
ラ
イ
ト
は
、
全
員
で
軍
団
に
分

か
れ
て
踊
る
軍
団
ダ
ン
ス
と
応
援

合
戦
。
ど
の
軍
団
も
短
期
間
で
ダ

ン
ス
を
完
成
さ
せ
、
団
結
力･

集
中

力
の
凄
さ
を
見
せ
つ
け
て
く
れ
ま

し
た
。
応
援
合
戦
も
各
団
の
個
性

が
発
揮
さ
れ
て
お
り
、
気
迫
の
あ

る
一
糸
乱
れ
ぬ
そ
の
動
き
に
は
圧

倒
さ
れ
ま
し
た
。
軍
団
ダ
ン
ス
は

南
軍
が
、
応
援
合
戦
は
北
軍
が
勝

利
を
収
め
、
総
合
優
勝
は
南
軍
で

し
た
。
勝
利
に
関
係
な
く
ど
の
団

も
よ
く
頑
張
り
素
晴
ら
し
か
っ
た

で
す
。

ま
た
、
体
育
大
会
の
練
習
の
騒

音
や
当
日
の
学
校
周
辺
の
交
通
渋

滞
な
ど
で
近
隣
の
方
々
に
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を
紙
面

を
も
っ
て

お
詫
び
申

し
上
げ
ま

す
。

今
年
度
三
回
目
の
可
児
高
は
つ
ら
つ
講
座
が
九
月
一
（
木
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
岐
阜
経
済
大
学
の
岩
坂
和
幸
先

生
で
「
コ
ン
ビ
ニ
～
小
売
り
の
あ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
か
え

て
き
た
の
か

コ
ン
ビ
ニ
ビ
ジ
ネ
ス
の
抱
え
る
問
題
と
は
～
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
約
九
〇
名
の

生
徒
が
受
講
し
、
コ
ン
ビ
ニ
と
小
売
業
と
の
違
い
、
コ
ン
ビ

ニ
の
し
く
み
、
コ
ン
ビ
ニ
の
抱
え
る
問
題
な
ど
に
つ
い
て
熱

心
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
最
近
、
こ
の
地
区
に
急
増
し
て
い

る
セ
ブ
ン
＝
イ
レ
ブ
ン
の
名
前
は
操
業
日
が
一
九
四
六
年
七

月
一
一
日
に
ち
な
ん
だ
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
も
驚
き
ま
し

た
。
身
近
な
コ
ン
ビ
ニ
の
学
習
を
し
て
、
コ
ン
ビ
ニ
の
見
方

が
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ

を
機
に
経
営
学
の
勉
強
を
志
す
生
徒
も
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

文
化
発
表
会
・
体
育
大
会
も
終
わ
り
、
三
年
生
は
大
学
受

験
に
本
腰
を
入
れ
る
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
九
月
一
九
日

（
木
）
に
は
、
保
護
者
進
路
説
明
会
が
可
児
市
文
化
創
造
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
九
五
％
の
保
護
者
の
方
が
参
加
し
て
く

だ
さ
り
大
変
感
謝
し
て
お
り

ま
す
。

進
路
説
明
会
で
は
、
セ
ン

タ
ー
試
験
の
出
願
や
大
学
入

試
に
つ
い
て
、
そ
し
て
生
徒

の
学
校
で
の
様
子
や
家
庭
で

の
お
子
さ
ん
へ
の
対
応
な
ど

に
つ
い
て
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
や
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
、

ま
た
、
担
任
団
に
よ
る
寸
劇

な
ど
に
よ
っ
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
厳
し
い
話
の
中
に
も
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
部
分

も
あ
り
一
時
間
四
〇
分
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
き
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
三
年
生
は
、
受
験
に
向
か
っ
て
精
神
的
に
も
不

安
定
に
な
り
ま
す
。
今
は
、
勉
強
を
す
る
こ
と
が
目
標
を
突

破
す
る
た
め
の
唯
一
絶
対
の
方
法
。
受
験
と
い
う
大
き
な
山

を
越
え
る
と
、
そ
こ
に
は
素
晴
ら
し
い
景
色
と
一
段
と
逞
し

く
な
っ
た
生
徒
諸
君
の
姿
が
あ
る
は
ず
で
す
。

は
つ
ら
つ
講
座

「
コ
ン
ビ
ニ
！
」

３
年
生

秋

鮮
や
か
に
染
ま
れ
！

受
験
色
に


